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加
藤
一
夫
が
「
ビ
キ
ニ
か
ら
フ
ク
シ
マ
へ
─
原
点
と
し
て
の
ビ
キ

ニ
事
件
」（『
運
動
〈
経
験
〉』
34
号
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
で
以
下
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

　
「
第
五
福
竜
丸
事
件
の
歴
史
的
意
味
は
、
被
曝
し
た
こ
の
漁
船
が

無
事
帰
港
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
核
実
験
と
そ
の
影
響
を
全
世
界
に

知
ら
せ
た
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
漁
船
は
第
五
福
竜
丸
だ
け
で
は
な

い
。
そ
の
後
、
東
京
築
地
に
入
港
し
た
漁
船
一
〇
九
隻
に
水
爆
実
験

を
目
撃
し
た
船
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
釜
石
、
清
水
、
三
崎
、

高
知
、
和
歌
山
で
も
多
く
の
漁
船
が
被
曝
し
た
。
高
知
に
つ
い
て
は

八
〇
年
代
半
ば
か
ら
高
校
生
た
ち
（
幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
が

中
心
に
調
査
し
て
き
た
。
沖
縄
、
韓
国
、
台
湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
も
被
曝
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
韓
国
で
は
日
本
の
古
い
マ
グ
ロ
船
を
購
入
し
、
そ
の
中
に
被

曝
船
が
あ
っ
た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。
日
本
だ
け
で
も
一
〇
〇
〇

隻
以
上
の
漁
船
が
被
曝
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
漁
船
や
船
舶
の
事
故
が

続
い
た
か
、
そ
れ
は
、
フ
ク
シ
マ
同
様
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」（
傍
点
引
用
者
）。

　

加
藤
は
、
こ
こ
で
「
ビ
キ
ニ
」
全
体
の
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
か

っ
た
「
第
五
福
竜
丸
」
の
み
が
注
目
さ
れ
た
の
は
全
体
が
巧
妙
に
隠

蔽
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
力
説
し
て
い
る
。「
第
五
福
竜
丸
」
で
広

島
・
長
崎
に
つ
い
で
「
ま
た
も
や
日
本
人
が
」
と
い
っ
た
被
害
者
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
閉
ざ
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
日
本
の
原
水
爆
禁

止
運
動
に
火
を
つ
け
た
歴
史
。
私
た
ち
は
「
世
界
」
に
向
か
っ
て
ア

ピ
ー
ル
を
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
う
し
た
運
動
の
巨
大
な
う
ね
り
に
つ

い
て
は
、
よ
く
知
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

加
藤
は
、
そ
の
閉
鎖
性
を
問
題
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
実
は
「
ビ

キ
ニ
」
そ
れ
自
体
が
、
そ
う
し
た
閉
鎖
性
を
突
き
破
る
契
機
を
も
、

当
然
に
も
つ
く
り
だ
し
て
い
た
事
実
（
隠
蔽
さ
れ
続
け
て
き
た
）
そ

れ
に
こ
そ
着
目
し
続
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
「
ビ
キ
ニ
事
件
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
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。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四

只
今
闘
病
中

─
読
書
ノ
ー
ト
⑪

〈
ビ
キ
ニ
〉
の
広
が
り
を
ふ
ま
え
て

─
『
隠
さ
れ
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』（
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
研
究
会
）、『
原
爆
・
原
発
』（
池
山
重
朗
）、『
棄
民
の
群
島
』（
前
田
哲
男
）
を
読
む

天
野
恵
一

年
に
発
足
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
研
究
会
（
代
表
：
高

橋
博
子
・
竹
峰
誠
一
郎
氏
）
の
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

フ
ク
シ
マ
後
、
こ
の
研
究
会
は
、
核
汚
染
の
情
報
交
換
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
／
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ビ
キ
ニ
事
件
と
は
、
単
に
漁
船

の
被
曝
で
は
な
く
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
人
々
を
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト

に
さ
ら
し
、
彼
ら
を
残
留
放
射
能
の
土
地
で
、
そ
の
後
も
生
活
さ
せ

る
と
い
う
二
重
被
曝
を
体
験
さ
せ
、
さ
ら
に
太
平
洋
全
域
を
放
射
線

で
汚
染
さ
せ
た
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
政
治
的
な
圧
力
に
よ

っ
て
全
容
の
解
明
が
さ
れ
ず
隠
さ
れ
た
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
」

（
傍
点
引
用
者
）。

　

圧
力
に
よ
っ
て
か
け
ら
れ
た
ベ
ー
ル
を
は
が
し
、「
全
容
の
解
明
」

に
向
か
っ
て
の
努
力
が
き
ざ
ま
れ
た
本
を
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
加
藤
が
こ
こ
で
ふ
れ
て
い
る
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

研
究
会
編
の
『
隠
さ
れ
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ

─
検
証
＝
裁
き
な
き
ビ

キ
ニ
水
爆
被
災
』（
凱
風
社
、
二
〇
〇
五
年
）
で
あ
る
。

　

こ
の
本
の
監
修
者
は
、
ま
ち
が
い
な
く
ビ
キ
ニ
被
爆
取
材
の
先
駆

者
の
一
人
で
あ
る
前
田
哲
男
。
第
一
章
「
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
の
今
日

的
意
味
」
で
、
彼
は
「『
核
兵
器
と
植
民
地
支
配
』
が
合
体
し
て
つ

く
り
だ
し
た
現
代
国
家
に
よ
る
権
力
犯
罪
で
あ
っ
た
」
と
の
結
論
を

語
り
、
そ
の
核
実
験
な
る
も
の
が
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
先
住
民
を
モ
ル

モ
ッ
ト
に
し
た
「
人
体
実
験
」
で
あ
っ
た
疑
い
を
必
然
化
す
る
事
実

を
、
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
核
実
験
の
全
体

数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
集
計
さ
れ
て
い
る
。

　
「
米
・
英
・
仏
三
国
が
太
平
洋
全
域
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
を

含
む
）
で
行
っ
た
核
兵
器
実
験
の
全
体
数
を
集
計
し
て
お
く
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
一
九
五
四
年
三
月
一
日
ま
で
に
実
施
さ

れ
た
の
は
、
ビ
キ
ニ
と
エ
ニ
ウ
ェ
ト
ク
両
環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の

十
一
回
（
ほ
か
に
ネ
バ
ダ
で
三
〇
回
）
と
、
エ
ミ
ュ
ー
、
モ
ン
テ
・

ベ
ロ
島
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
三
回
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
す
べ
て

『
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
』
以
後
に
属
す
る
。
ま
た
同
時
期
の
ソ
連
の
実

験
は
五
回
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
核
実

験
総
数
は
三
二
七
回
。
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
以
前
は
一
四
回
と
い
う
こ

と
に
な
る
」。
次
に
前
田
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
リ
ス
ト
を
表
に
示
す
。

　

福
竜
丸
を
被
爆
さ
せ
た
水
爆
ブ
ラ
ボ
ー
の
爆
発
（「
ブ
ラ
ボ
ー
実

験
」）
は
、
こ
の
よ
う
な
「
核
の
植
民
地
の
ま
っ
た
だ
な
か
で
、
ま

た
、
核
開
発
競
争
の
絶
頂
期
に
行
わ
れ
た
」
も
の
で
、
一
九
五
四
年

と
い
う
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
直
後
（
二
年
後
）
で
、「
か
つ
て

の
『
日
本
領
南
洋
群
島
』、
い
ま
は
米
施
政
下
の
『
太
平
洋
諸
島
信

託
統
治
領
（
Ｔ
Ｔ
Ｐ
Ｉ
）』
と
な
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
周
辺
海
域
で

遠
洋
漁
業
の
再
開
が
可
能
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
」
と
前
田
は

論
じ
て
い
る
。

　

こ
の
ブ
ラ
ボ
ー
実
験
に
よ
っ
て
被
爆
し
た
福
竜
丸
が
焼
津
港
に
帰

還
し
た
三
月
一
日
か
ら
二
カ
月
後
（
五
月
一
五
日
）
に
水
産
省
の
俊
し
ゅ
ん

鶻こ
つ

丸
と
い
う
調
査
船
が
出
航
し
て
い
る
。
前
田
も
、
こ
の
調
査
船
が

そ
れ
な
り
に
キ
チ
ン
と
調
査
し
、
そ
れ
が
世
界
に
向
か
っ
て
発
信
さ

れ
た
こ
と
の
重
大
さ
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
グ
ロ
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ー
バ
ル
ヒ
バ
ク
の
存
在
告
知
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
核
実
験
の
結
果
、
大
規
模
な
海
洋
と
大
気
の
汚
染
は
地

球
規
模
に
お
よ
ん
だ
事
実
が
判
明
し
た
。
俊
鶻
丸
の
調
査
結

果
は
、
い
ま
で
は
だ
れ
で
も
受
け
入
れ
る
食
物
連
鎖
と
個
体

濃
縮
に
よ
る
生
態
系
攪
乱
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
科
学
的
な
デ
ー

タ
ー
に
よ
り
疑
問
の
余
地
な
く
証
明
す
る
先
駆
的
な
研
究
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
／
し
た
が
っ
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ

と
も
で
き
る
。
も
し
、
あ
の
と
き
、
あ
の
海
域
で
福
竜
丸
が

被
災
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
（
俊
鶻
丸
が
ビ
キ
ニ
海
域
に
行
く

こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
）、
一
九
五
四
年
の
時
点
で

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
の
全
貌
と
影
響
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
米
当
局
に
よ
っ
て
、
住
民
被
災
の
事
実

と
死
の
灰
の
影
響
は
『
戦
略
統
治
地
域
』
の
さ
ら
に
内
側
に

置
か
れ
た
『
閉
鎖
地
域
』
と
い
う
二
重
に
隔
離
さ
れ
た
場
所

で
ひ
そ
か
に
処
理
さ
れ
隠
蔽
さ
れ
つ
づ
け
た
に
ち
が
い
な
く
、

そ
の
後
の
『
国
と
国
際
世
論
』
の
関
係
は
こ
と
な
る
展
開
を

た
ど
っ
た
可
能
性
は
つ
よ
い
」。

　
「
そ
の
意
味
で
、
福
竜
丸
は
み
ず
か
ら
の
不
幸
な
運
命
と
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場所 実施年 回数 実験方法

ビキニ環礁 1946 〜 58 24 大気圏内（塔、はしけ、空中投下）、水中爆発

エニウェトク環礁 1948 〜 58 43 大気園内（同上）

ジェンストン島 1958 〜 62 12 大気圏外（超高空爆発）

アムチトカ（アラスカ） 1969 〜 71 2 地下爆発（立坑）

クリスマス島（英実験場） 1962 24 大気圏内（塔、空中投下）

クリスマス島沖 1962 1 大気圏外（超高空爆発）

カリフォルニア沖 1962 1 アスロック対潜爆雷（水中爆発）

（Nuclear Weapons Databook, Vol. I, Ballinger Publishing Company, 1984 より引用者集計）

モンテ・ベロ島 1952 〜 56 3 大気圏内（塔、水上）

エミュー 1953 2 大気圏内（塔）

マラリンガ 1956 〜 57 7 大気圏内（塔、空中投下）

モールデン島 1957 3 大気圏内（空中投下）

クリスマス島 1957 〜 58 6 大気圏内（気球繋留、空中投下）

（Deny Blnkeway & Sue Lloye-Roborts, Fields of Thunder: Testung Britain's Bomb, VNWIN PAPERBACKS CURRENT AFFAIRS, 1985所収）

セルロア環礁 1966 〜 74 41 大気圏内（はしけ、気球、空中投下）

セルロア環礁 1975 〜 96 143 地下爆発（環礁、珊瑚の立坑）

ファンガタウファ環礁 1966 〜 70 5 大気圏内（はしけ、気球、空中投下）

ファンガタウファ環礁 1975 〜 96 10 地下爆発（環礁、珊瑚の立坑）

（Nuclear Weapons Databook, Vol. I, のデータに 95 年再開後の 6 回を加算して補正
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」（
傍
点
引
用
者
）。

　

確
か
に
、
こ
う
し
た
運
動
史
へ
の
思
想
的
視
座
は
、
決
定
的
に
重

要
で
あ
る
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
、
一
九
六
三
年
に
締
結
さ
れ
た
「
部
分
的
核
実
験
禁
止

条
約
（
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
文
章
の
方
も
引
い
て
お
こ
う
。

　
「
初
の
核
実
験
禁
止
国
際
条
約
─
そ
れ
が
死
の
灰
の
無
制
限
な
撒

き
散
ら
し
を
禁
止
し
た
と
し
て
も
核
廃
絶
の
役
に
立
た
な
い
で
は
な

い
か
、
地
下
核
実
験
と
い
う
新
た
な
“
合
法
的
抜
け
穴
”
を
つ
く
る

手
助
け
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議
論
は
さ
て
お
く
と

し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
を
締
結
さ
せ
る
国
際
世
論
の
結
果
に
科
学
者
が
果

た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
俊
鶻
丸
の
調
査
が
き
っ
か
け
と
な
っ
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0

0

0

0

0

0

0

0

て0

世
界
各
地
で
活
発
な
環
境
調
査
や
疫
学
的
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
残
留
放
射
能
の
後
遺
的
影
響
と
人
体
の
晩
発
的
・
遺
伝
的

障
害
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
究
明
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
広
島
で
は
隠
さ

れ
て
い
た
“
ピ
カ
ド
ン
”
の
効
果
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
核
兵
器
の

も
う
一
つ
の
本
性
を
よ
り
明
白
に
し
、
核
と
人
類
の
共
存
不
可
能
性

を
国
際
社
会
に
警
告
す
る
も
の
と
な
っ
た
」（
傍
点
引
用
者
）。

　

前
田
は
、
こ
の
文
章
を
核
廃
絶
に
向
か
っ
て
「『
ビ
キ
ニ
水
爆
被

災
』
が
い
ま
も
発
し
つ
づ
け
る
声
に
耳
を
傾
け
」、
次
の
課
題
を
こ

そ
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
ん
で
い
る
。

　
「
◆
い
ま
だ
に
確
定
さ
れ
て
い
な
い
被
害
の
全
体
像
─
第
五
福
竜

丸
以
外
に
九
〇
〇
余
隻
の
日
本
漁
船
、
二
万
人
ち
か
い
指
定
被
爆
者

の
所
在
確
認
と
健
康
調
査
。
◆
世
界
に
散
在
す
る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
─
モ
ル
ロ
ア
（
仏
）、
ク
リ
ス
マ
ス
島
（
英
）、
カ

ザ
フ
（
ロ
）、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
地
区
（
中
）、
ボ
カ
ラ
ン
（
印
）、
チ

ャ
ガ
イ
（
パ
キ
ス
タ
ン
）
に
お
け
る
住
民
と
環
境
の
実
態
解
明
。
◆

イ
ラ
ク
戦
争
と
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
恐
怖
─
核
爆
弾
で
は
な
い
が
、

“
放
射
性
物
質
”
爆
弾
と
い
う
新
し
い
問
題
。
五
〇
年
前
に
お
き
た

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
当
時
の
日
本
と
世
界
に

投
げ
か
け
、
そ
の
後
の
民
衆
運
動
、
国
際
世
論
に
大
き
な
成
果
を

も
た
ら
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
ま
だ
完
全
に
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
新
た
な
核
拡
散
も
懸
念
さ
れ
る
。
核
と
テ
ロ
リ
ズ
ム

の
合
体
と
い
う
お
ぞ
ま
し
い
事
態
も
空
想
の
世
界
で
は
な
く
な
っ
た
。

そ
の
意
味
か
ら
も
、
広
島
・
長
崎
の
体
験
を
継
承
し
つ
つ
、
同
時
に

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
に
つ
い
て
よ
り
ふ
か
く
知
る
こ
と
、
い
ま
だ
救
済

さ
れ
て
い
な
い
『
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
』
に
思
い
を
は
せ
な

が
ら
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
た
え
て
い
く
こ
と

が
、『
被
爆
六
〇
年
後
以
降
』
の
た
め
に
も
必
要
な
の
で
あ
る
」。

　

こ
の
呼
び
か
け
の
切
実
さ
は
、
福
島
原
発
事
故
大
被
災
の
、
終
わ

り
の
な
い
状
況
を
生
き
続
け
て
い
る
今
の
私
た
ち
の
耳
に
、
さ
ら
に

リ
ア
ル
に
響
い
て
く
る
。

　

こ
の
本
の
第
二
章
に
は
高
橋
博
子
の
「
第
五
福
竜
丸
被
災
と
ア
メ

リ
カ
政
府
の
対
応

─
隠
さ
れ
た
被
ば
く
情
報
」
が
収
め
ら
れ
て
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い
る
。

　

そ
れ
は
、
第
五
福
竜
丸
被
災
の
時
、
被
災
し
た
方
に
原
因
を
押
し

つ
け
る
言
動
が
ア
メ
リ
カ
に
組
織
さ
れ
た
事
実
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
始

ま
る
。「
隠
す
」
側
の
論
理
を
歴
史
的
に
批
判
的
に
検
証
し
て
み
せ

る
作
業
で
あ
る
。

　
「
実
験
当
局
者
で
あ
る
『
米
原
子
力
委
員
会
（A

tom
ic Energy 

Com
m

ission

）
の
ル
イ
ス
・
ス
ト
ロ
ー
ズ
（Lew

is Strauss

）
委

員
長
は
、
第
五
福
竜
丸
は
実
験
前
に
指
定
さ
れ
た
『
危
険
区
域
』
に

侵
入
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
出
し
、
極
秘
に
ス
パ
イ

0

0

0

0

0

0

事
件
と
し
て
Ｃ
Ｉ
Ａ

0

0

0

0

0

0

0

0

（
米
中
央
情
報
局

0

0

0

0

0

0

）
に
調
査
を
依
頼
し
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。
ま
た
米
原
子
力
委
員
会
は
、
一
九
五
四
年
九
月
二
三
日
に
第

五
福
竜
丸
乗
組
員
の
久
保
山
愛
吉
無
線
長
が
死
亡
し
た
こ
と
に
つ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
も

0

0

、
水
爆
に
よ
る
犠
牲
者
と
は
認
め
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
／
そ
の
一
方

で
、
日
本
に
お
け
る
反
米
感
情
の
激
化
を
危
惧
し
た
ア
メ
リ
カ
政
府

は
、
一
九
五
五
年
一
月
、『
法
律
上
の
責
任
問
題
に
関
係
な
く
』
日

本
政
府
に
慰
謝
料
と
し
て
二
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
、
と
い
う
政
治

0

0

決
着
を
図
り

0

0

0

0

0

、
以
後
解
決
済
み
の
問
題
と
し
て
第
五
福
竜
丸
の
被
災

を
扱
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
核
実
験
に
よ
っ
て
犠

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

牲
者
を
生
み
だ
し
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
事
実
関
係
に
基
づ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

て
問
わ
れ
る
こ
と
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
え
る
。
／
し

か
し
、
核
実
験
に
よ
る
被
ば
く
が
従
来
知
ら
れ
て
い
た
よ
り
は
る
か

に
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
年
公
開
さ
れ
た
文
書
や
証
言
収
集
活

動
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
米
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
り

一
九
九
〇
年
代
に
公
開
さ
れ
て
き
た
公
文
書
に
よ
っ
て
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
米
核
実
験
に
よ
る
被
災
状
況
が
よ
う
や
く
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
未
公
開
の
文
章
も
多
く
、
公
開
さ
れ
た

文
書
の
分
析
も
ま
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
／
つ0

ま
り
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
の
真
相
は
い
ま
だ
に
充
分
に
明
ら
か
に
な
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
お
ら
ず

0

0

0

0

、
被
ば
く
者
が
ど
の
よ
う
に
生
み
だ
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
ど
の
よ
う

0

0

0

0

0

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
ま
だ
に
実
態
が
つ
か
め
て
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

。
核
兵
器
に
よ
る
被
害
の
実
相
は
充
分
に
世
界
に
知

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）。

　

彼
女
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
近
年
公
開
さ
れ
た
文
書
に
も
と
づ
い
て
、

伏
せ
ら
れ
、
隠
さ
れ
て
き
た
事
実
に
、「
隠
す
側
」
の
論
理
（
工
作
）

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
光
を
具
体
的
に
当
て
る
作
業
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
被
爆
者
の
実
態
解
明
へ
向
け
た
作
業
を
、

広
く
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ
環
礁
の
人
び
と
の
被
爆
の
実

態
に
そ
く
し
て
展
開
し
て
い
る
の
が
、
第
三
章
の
竹
峰
誠
一
郎
の

「
塗
り
変
え
ら
れ
る
被
災
地
図

─
隠
さ
れ
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ
を
追

う
」
で
あ
る
。
実
は
被
災
地
は
、
最
初
に
語
ら
れ
て
い
た
よ
り
、
は

る
か
に
広
い
事
実
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
書

き
出
し
の
部
分
に
こ
う
あ
る
。

　
「
被
災
地
か
ら
一
五
年
以
上
経
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、

日
本
で
も
核
実
験
場
と
さ
れ
た
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
目
を
向
け
る
動

き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
水
爆
禁
止
運
動
で
は
原
水
爆
禁

止
日
本
国
民
会
議
（
原
水
禁
）
の
池
山
重
朗

0

0

0

0

事
務
局
次
長
（
当
時
）、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
は
前
田
哲
男

0

0

0

0

ら
が
牽
引
車
と
な
り
、『
第
五
福

竜
丸
の
向
こ
う
側
』（
前
田
哲
男
）
に
広
が
る
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ
環
礁
の
人
び
と
の
ヒ
バ
ク
の
実
態
が
徐
々
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
っ
た
。
く
わ
え
て
、
ヒ
バ
ク
当
事
者
で
あ
る
ロ
ン
グ
ラ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ッ
プ
環
礁
を
中
心
と
す
る
現
地
の
人
び
と
が
く
り
か
え
し
日
本
に
訴

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

え
に
来
た
こ
と
も
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
日
本
に
お
け
る
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
像
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

『
日
本
人
の

0

0

0

0

三み

度た
び

の
被
災

0

0

』（
広
島
・
長
崎
・
第
五
福
竜
丸
）
と
い
う

0

0

0

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ
環
礁
の
人
び

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
被
災
も
含
む
も
の
へ
と
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
っ
た

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）。

　

私
た
ち
の
視
座
も
、
こ
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
枠
」
を
こ
え
て
、
広

が
っ
て
い
く
方
向
へ
、
キ
チ
ン
と
す
え
ら
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　

第
四
章
「
ヒ
バ
ク
は
人
間
に
何
を
も
た
ら
す
の
か

─
忍
び
寄

る
核
実
験
の
影
」
も
竹
峰
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ポ
ー

ト
は
、
ガ
ン
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
命
を
は
ぐ
ぐ
ん
で
き
た
土
地
を

奪
わ
れ
、
失
っ
た
大
量
の
人
び
と
（
移
住
あ
る
い
は
再
定
住
を
強
い

ら
れ
て
き
た
）
の
被
害
の
生
活
実
態
に
そ
く
し
た
、〈
核
〉
批
判
で

あ
る
。

　

第
五
章
は
中
原
聖
乃
の
「
挑
戦
す
る
ロ
ン
ゲ
ラ
ッ
プ
の
人
び
と

─
生
活
圏
再
生
の
民
族
誌
」
は
、
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
に
そ
し
て

信
託
統
治
領
政
府
に
抵
抗
し
な
が
ら
生
き
続
け
る
「
ロ
ン
グ
ラ
ッ
プ

の
人
び
と
」
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
う
結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
現
在
、
人
び
と
は
裁
定
委
員
会
に
、
北
部
環
礁
を
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
訴
訟
を
提
訴
し
て
い
る
。
こ

の
裁
判
は
続
行
中
で
あ
る
。
／
は
た
し
て
再
定
住
計
画
は
、
環
礁
生

活
の
未
来
に
向
け
て
、
新
た
な
道
を
切
り
開
い
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

か
」。

　

今
、〈
核
〉
の
問
題
を
、
広
島
・
長
崎
・
ビ
キ
ニ
・
福
島
を
語
ろ

う
と
す
る
と
き
、
必
ず
読
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
一
冊
で

あ
ろ
う
。
こ
の
本
の
ラ
ス
ト
に
「
あ
と
が
き
」
に
か
え
て
座
談
会
が

収
め
ら
れ
て
い
る
（「
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災　

過
去
に
問
い
、
未
来
に

つ
な
げ
る
」）、
そ
し
て
終
章
の
扉
に
は
座
談
会
メ
ン
バ
ー
に
う
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
「『
ビ
キ
ニ
五
一
年
』
が
経
過
し
た
あ
る
日
の
夕
刻
、
一
〇
代
か
ら

七
〇
代
の
八
名
が
集
い
、
第
五
福
竜
丸
の
船
体
を
背
に
語
り
合
っ
た
。

ビ
キ
ニ
問
題
の
先
駆
者
で
あ
る
池
山
重
朗
氏
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
原
水
禁
運
動
に
長
く
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
岩
垂
弘
氏
、
広
島
出

身
の
二
名
の
学
生
さ
ん
、
そ
し
て
本
書
の
執
筆
者
四
名
で
あ
る
。
／

『
ビ
キ
ニ
』
は
私
た
ち
の
現
在
、
未
来
に
何
を
問
い
か
け
て
い
る
の

か

─
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
研
究
会
が
呼
び
か
け
て
実
現

し
た
座
談
会
の
要
旨
を
『
あ
と
が
き
』
に
か
え
て
収
載
し
、
本
書
の

ま
と
め
と
す
る
」。

　

こ
の
座
談
会
出
席
者
で
あ
る
池
山
重
朗
は
、
一
九
七
八
年
に
現
代

の
理
論
社
か
ら
『
原
爆
・
原
発
』
を
出
し
て
お
り
、
こ
の
原
水
禁
運

動
史
を
語
る
と
き
か
か
せ
な
い
著
作
の
第
四
章
に
、「
見
は
な
さ
れ

て
き
た
水
爆
実
験
の
被
害
者

─
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
に
よ
る
マ
ー
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シ
ャ
ル
諸
島
の
被
爆
調
査
報
告
」
と
い
う
文
字
通
り
先
駆
的
レ
ポ
ー

ト
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
十
七
年
前
に
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
で
起
こ
っ
た
悲
劇

を
直
接
に
見
聞
し
、
ビ
キ
ニ
事
件
を
よ
り
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
き
た

0

0

0

。
こ
れ
ま
で
、
第
五
福
竜
丸
乗
組
員
の
被
災
と
、
日
本
本
土

に
ば
ら
ま
か
れ
た
“
死
の
灰
”
を
通
じ
て
こ
の
事
件
を
見
て
き
た
。

だ
が
、
今
回
南
太
平
洋
の
彼
方
か
ら
水
爆
実
験
を
と
ら
え
直
し
て
み

て
、
こ
の
実
験
の
無
謀
さ
が
改
め
て
実
感
で
き
る
。
そ
れ
と
と
も
に

0

0

0

0

0

0

、

こ
の
よ
う
な
暴
挙
を
許
さ
な
い
た
め
に
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
運
動
を
狭
い
一
国
の
範

0

0

0

0

0

0

0

0

0

囲
に
と
ど
め
ず

0

0

0

0

0

0

、
不
幸
な
民
衆
が
国
際
的
に
手
を
と
り
あ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
運0

動
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
わ
れ
ら
は
マ
ジ

ュ
ロ
島
で
十
七
年
前
の
ビ
キ
ニ
事
件
を
改
め
て
追
体
験
し
た
思
い
で

一
杯
で
あ
る
。
か
か
る
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

決
意
を
こ
め
つ
つ
こ
の
報
告
を
終
え
る
」（
傍
点
引
用
者
）。
そ
こ
に

は
「
一
九
七
一
年
一
二
月
三
一
日
記
」
と
あ
る
。

　

も
う
一
人
の
座
談
会
参
加
者
、
前
田
哲
男
は
一
九
七
九
年
に
『
棄

民
の
群
島

─
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
被
爆
民
の
記
録
』
を
時
事
通
信
社
か

ら
刊
行
し
て
い
る
（
一
九
九
一
年
、『
非
核
太
平
洋 

被
爆
太
平
洋

─

新
編
棄
民
の
群
島
』
と
タ
イ
ト
ル
を
変
え
て
筑
摩
書
房
よ
り
再
刊
）。
前

田
は
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
巻
き
こ
ま
れ
た
太
平
洋
の

島
々
の
住
民
た
ち
の
、
こ
の
う
え
な
い
悲
劇
の
物
語
（
現
地
を
足
で

歩
い
て
、
ま
と
め
あ
げ
た
貴
重
な
レ
ポ
ー
ト
）
を
、
こ
う
い
う
言
葉

で
結
ん
で
い
る
。

「
ネ
バ
ダ
実
験
場
周
辺
で
は
、
数
す
ら
は
っ
き
り
つ
か
め
て
い
な
い

多
数
の
住
民
に
核
実
験
の
後
遺
的
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ス
リ

0

0

ー
マ
イ
ル

0

0

0

0

・
ア
イ
ラ
ン
ド
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
ビ
キ
ニ
や
ネ
バ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ダ
の
核
実
験
の
影
響
と
別
次
元
の
出
来
事
で
あ
る
と
い
う
人
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
も0

は
や
い
な
い
だ
ろ
う

0

0

0

0

0

0

0

0

。
一
九
五
四
年
三
月
一
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

0

0

0

0

0

0

0

北
部
の
島
民
が
味
わ
っ
た
恐
怖
の
世
界
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
今
日

0

0

、
わ
れ
わ
れ
の
隣

0

0

0

0

0

0

り
に
無
数
あ
る

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
が
ビ
キ
ニ
の
意
味
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
ビ
キ
ニ
の
も
た

0

0

0

0

0

0

ら
し
た

0

0

0

『
原
子
爆
弾
的
効
果

0

0

0

0

0

0

0

』
と
は

0

0

、
そ
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

」（
傍
点
引
用
者
）。

　

前
田
の
想
像
力
は
池
山
同
様
に
、
原
爆
被
災
（
放
射
能
被
災
）
を

〈
死
の
灰
〉
を
媒
介
通
路
と
し
て
〈
原
発
〉
の
問
題
に
ま
で
リ
ア
ル

に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

か
つ
て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
住
民
が
あ
る
い
は
、
ネ
バ
ダ
の
住
民
が

味
わ
っ
た
「
恐
怖
の
世
界
」
を
、
今
、
日
本
列
島
住
民
が
─
特
に
東

北
地
方
を
中
心
と
し
て
─
リ
ア
ル
に
味
わ
い
続
け
て
い
る
の
だ
。
そ

れ
が
〈
福
島
〉
以
後
の
私
た
ち
の
現
実
で
あ
る
。

　

最
初
に
紹
介
し
た
加
藤
の
論
文
に
戻
ろ
う
。
彼
は
そ
の
文
章
を
、

こ
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

　
「
結
び
に
再
度
確
認
し
た
い
。
ビ
キ
ニ
事
件
と
は
第
五
福
竜
丸
を

は
じ
め
多
く
の
漁
船
・
貨
物
船
が
被
曝
し
、
太
平
洋
海
域
を
汚
し
た

出
来
事
で
あ
る
が
、
こ
の
実
相
を
ア
メ
リ
カ
も
日
本
政
府
も
情
報
を

隠
蔽
し
、
汚
染
を
過
小
評
価
し
、
闇
に
葬
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
こ

の
事
件
を
再
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
、
フ
ク
シ
マ
に

つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
。
／
３
・
11
以
後
の
状
況
か

ら
過
去
の
運
動
の
限
界
や
反
省
を
指
摘
す
る
声
も
至
る
所
で
上
が
っ

て
い
る
。
当
然
だ
ろ
う
。
た
だ
歴
史
の
後
知
恵
で
過
去
を
断
罪
し
て

も
意
味
は
な
い
。
／
こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
も
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指

す
運
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
民
生
利
用
の
核
問
題
で
あ
る
原
発
に
つ

い
て
は
、
意
図
的
に
触
れ
ず
に
き
た
。
し
か
し
、
３
・
11
以
後
、
そ

こ
に
留
ま
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
市
民
と
の
勉

強
会
で
は
、
か
な
り
以
前
か
ら
原
爆
＝
原
発
の
論
理
で
、
原
発
の
危

険
性
を
確
認
し
、
原
発
の
影
で
核
兵
器
開
発
を
目
論
む
一
部
の
政
治

家
の
意
図
や
動
向
も
見
え
始
め
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ク
シ
マ
以

後
、
当
然
、
ビ
キ
ニ
事
件
の
検
証
か
ら
脱
原
発
運
動
へ
と
シ
フ
ト
し

つ
つ
あ
る
。
／
焼
津
市
は
、
御
前
崎
の
浜
岡
原
発
か
ら
二
五
〜
三
〇

キ
ロ
圏
内
に
あ
る
。
当
然
、
脱
原
発
運
動
は
、
こ
の
原
発
の
永
久
停

止
（
廃
炉
）
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
生
活
レ
ベ
ル
で
非
日
常
的
な
位
置
に
あ
る
核
兵
器
廃
絶
運
動
と
は

違
い
、
原
発
廃
炉
運
動
は
、
地
域
の
生
活
そ
の
も
の
と
密
接
に
関
わ

っ
て
い
る
。
反
の
論
理
を
掲
げ
る
だ
け
で
は
、
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
活

動
に
な
っ
て
し
ま
い
、
地
域
活
動
に
な
り
に
く
い
。
／
新
た
な
模
索

は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
」。

　

私
た
ち
も
、
各
自
の
足
も
と
で
の
「
模
索
」
を
持
続
す
る
し
か
あ

る
ま
い
。
紹
介
し
た
い
く
つ
も
の
〈
ビ
キ
ニ
の
恐
怖
〉
の
リ
ア
ル
な

レ
ポ
ー
ト
を
も
ふ
ま
え
つ
つ
。（

あ
ま
の 

や
す
か
ず
／
本
誌
編
集
委
員
）


